
第 28回日本訪問リハビリテーション協会学術大会 in北海道での症例報告 

 

第 28 回日本訪問リハビリテーション協会学術大会は、2026年 5 月 23 日から 24 日にか

けて北海道立道民活動センターかでる 2.7（札幌市）にて開催されました。「求められてい

る自分、もう一歩その先へ」をテーマに掲げ、多様な演題発表やシンポジウムが行われま

した。  

 

本大会では、全国の理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などが参加し、訪問リハビリ

テーションの最新知見や臨床経験についての活発な情報交換が実施されました。 

 

当院よりリハビリテーションセンター所属の理学療法士の大森裕が「在宅移行期に ADL

低下を呈した脊髄不全損傷症例―連続した支援体制構築の重要性―」をテーマに症例発表

を行わせていただきました。在宅移行期における訪問リハビリテーション早期介入の重要

性と支援体制のあり方を検討する内容であり、退院後からサービス開始までの期間が空い

てしまうことの危険性を提案した事例報告でした。ご協力いただきました利用者様および

ご家族様に感謝申し上げます。 

 

今後も、在宅復帰に向けた退院支援および在宅生活を支えるためのリハビリテーション

提供体制の構築に努めてまいります。 

 


